
船舶のバイオ燃料利用に向けた勉強会 

設置要綱 

 

 

（趣旨） 

第１条   

現在、国際海事機関（IMO）では、国際海運のGHG排出削減のための具体的

な対策について議論が行われている。我が国では外航船向けに一定量の重油

が供給されており、IMO の対策導入後、バイオ燃料の需要が増加することが見

込まれる。 

そのため、舶用バイオ燃料の重要性について産官において共通理解を構築す

るとともに、バイオ燃料の活用に係る諸課題の洗い出しとその解決に必要な検

討等を行うことを目的に「船舶のバイオ燃料利用に向けた勉強会」（以下、「本勉

強会」という。）を設置する。 

 

（構成員） 

第２条  本勉強会は、別表に掲げる構成員をもって組織する。  

 

（勉強会の資料等の取扱い） 

第３条  本勉強会の取扱いは、以下によるものとする。 

（１） 本勉強会は、参加者の自由な議論を担保する観点から、一般からの会議の

傍聴は行わないこととする。 

（２） 配布資料は原則公開とする。但し、非公開の申し出があるものについては、

非公開とすることができる。 

（３） 本協議会の内容については、発言者が特定されないような形で、概要のみ

公開する。  

 

（事務局） 

第４条  本協議会に係る事務は、国土交通省海事局海洋・環境政策課が行う。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「船舶のバイオ燃料利用に向けた勉強会」構成員名簿 
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